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論文審査の要旨 

 

救急医学において重症敗血症や敗血症ショックは生命予後にかかわる重篤な

疾患である。しかし、その重症度を評価する指標はこれまで多くの因子で検討

されてきたが良好な指標は得られてこなかった。本研究者は、血管内皮細胞や

血小板に存在する血小板の損傷血管内皮下組織への粘着に必要な接着高分子蛋

白のフォンブランド因子（VWF）とその特異的切断酵素 ADAMTS-13に着目し、敗

血症患者について、敗血症により血管内皮細胞が障害されることで血管内皮細

胞から放出される VWF に着目し、VWF が血管内皮細胞から放出される際に、

ADAMTS-13により切断された VWFのアミノ末端に存在する VWFプロペプチド(VWF 

pp)、ADAMTS-13 活性, 血管内皮細胞から放出される VWF と同じく血管内皮細胞

から放出されるＰ-セレクチンと、敗血症で傷害される臓器障害のスコアの

APACHE-II score と SOFA score との関連を検討し、VWF pp/ADAMTS-13 比と

APACHE-IIと SOFA scoreと良好な相関がみられることを初めて明らかにした。 

同研究は、重症敗血症や敗血症ショック患者の臓器障害の早期診断に繋がる

もので、救急医学の発展に多大な貢献が期待でき、副論文と合わせ学位に相当

すると考えられる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに救急医学の進歩に寄

与するところが大きいと認める。 
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